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株式会社スマイリーアース

循環型環境ストレスフリーを実現した
タオル生産プロセスの構築

はじめに

当社が本社を構える大阪府泉佐野市は、「天下の台

所・東洋のマンチェスター」と呼ばれた食と衣料で賑わ

う都市「大阪」の南部に位置する市であり、「日本タオ

ル製造発祥の地」として日本一のタオル文化が残され

てきた地であります。その泉佐野の中でも、和歌山県と

の境に位置する上之郷（カミノゴウ）には、あまり知ら

れていない伝説が語り継がれており、その一つに「衣

通姫伝説（ソトオリヒメデンセツ）」が残されております。

日本で大和政権が成立し奈良に皇居が置かれた時

代（5世紀頃）に、茅渟宮（ちぬのみや）という宮が置か

れた大阪府泉佐野市上之郷は、山から海までの距離

が、約5〜8キロしか離れておらず山の幸・海の幸が安

易に用立てることができる地であり、さらに災害がほと

んど無い地域として、かの時代の皇室が度々訪れたと

されています。

かつては宮が置かれ、その自然環境の豊かさと安定

した気候、そして自然災害に苛まれないという立地の良

さを皇室は、たいそうお気に召され、通い詰めた地域

であった上之郷は、現在も多くの良き習わしが残されて

います。大阪府泉佐野市内には、上之郷以外にも数多

くの豊かな自然環境が残る地域が存在しており、平成

25年に「日根荘大木の農村景観」が大阪府内初の重

要文化的景観に登録されました。泉佐野市内に流れる

樫井川によって繋がれている大木と上之郷は、その樫

井川の源流とされる葛城山から流れる清水により人々

の文化を育んできました。しかし、雨が少なかったこの

地域では、古くからため池を作り灌漑設備を整えて来

たことにより農耕文化を栄えさせてきました。よって「雨

乞い」に纏わる言い伝えは、この地域では多く残されて

います。

そのような環境が残されてきた泉佐野市で、同市の

タオル産業は1998年〜2001年にかけて生産量のピー

クをむかえました。その同時期に、同市を流れる樫井川

（以下、同河川）が日本一汚染している河川となり、地域

の小中学校が同河川の環境美化活動を行うなど、地域

の環境意識は高まり、地方自治体としても地域のタオ

ル染工場への下水道完備の促進などを行いました。

その後、中国で生産されたタオルの輸入などによっ

て市場を奪われた同市のタオル産業は衰退の一途を

辿っています。全盛期には700社あったタオル会社は

現在100社を切っています。同市の地場産業であるタ

オル産業の衰退と共に、同河川の水質は回復傾向にあ

り、当時の繊維産業がもたらしてきた環境インパクト

は、地域環境及び地域の生態系に多大なる悪影響をも

たらしてきたことが明らかとなってきました。現在では、

一時期見ることができなかった蛍が樫井川中流域に戻

り、悪臭が酷かった樫井川中流域は少しずつ元あった

透明度と生物多様性を取り戻しつつあります。

当社は、同市で代 タ々オル業を継承してきたタオル

製造会社として60年以上タオル製造に携わって参りま

した。上記でも述べたように、同市のタオル産業は同

地域の環境汚染を続けながら同市の特産品であるタオ

ルを生産し続けてきました。当社は地域環境を汚染し

ながら生み出されるタオルが同市の特産品であり続け

ることを危惧し、タオル生産プロセスの環境ストレスフ

リー化を目指す研究開発を2007年よりスタート致しま

した。

当社は、ウガンダ共和国と日本の交流の懸け橋と

なって、現地の雇用創出を目的とした綿産業の開発に

尽力していた柏田雄一氏と2006年に巡り合い、柏田雄

一氏を通じてウガンダ産有機綿と出会う事となりまし

た。更に、JETRO日本貿易振興機構の「途上国開発輸

入実証事業」などを経て、ウガンダ産シアバターと出会

いました。

当社のタオル生産に欠かすことのできない二つの原

材料との出会いからスタートしたタオル生産プロセス

の研究開発から約9年となった2015年に、「循環型環

第19回 日本水大賞【経済産業大臣賞】
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境ストレスフリーを実現したタオル生産プロセス」の構

築に至りました。

この技術は、ウガンダ共和国及び柏田雄一氏、そし

て泉佐野市で繋がれてきた伝統文化や環境、更にはタ

オル産業の歴史などによって、作り上げられた未来を

「見据える技術」であり、この技術によって自然と人類

の共生社会の実現を目指す取り組みが、いろいろな形

で地球の為に生かされていくことを当社は願っていま

す。当社が技術開発を行うにあたって協力して頂きまし

た関係者の皆様に対し深く感謝し、更なる技術革新を

進めていくための努力の継続にこれからも邁進して参

ります。

「循環型環境ストレスフリーを実現したタオル
生産プロセス」

当技術は、同市の豊富で綺麗な地下水をくみ上げ、

タオル生産に活用しています。

当技術の中で地下水を使用する工程は、タオルに付

着する不純物を取り除き、タオルの吸水性を高める工程

（精練・洗い）で使用されています。

その工程では、ウガンダ北部原産の有機栽培綿と、

同じくウガンダ北部原産のシアバターで作るシアバ

ター石鹸と、水のみを使用し行われており、従来の化

学薬剤を多種・多量に使用するタオル生産によって産

出されていた汚染水の環境ストレスを、独自開発した

当技術によって無害化することに成功しました。（図2・

図3・図4 参照）

当社の技術によって産出される処理水は、シアバ

ター石鹸及び綿に含まれる有機物そして水が混ざり

合って産出された処理水であり、環境ストレスフリーの

有機肥料水であるため、自然浄化プールで雨水と希釈

されながら、自然浄化プールに住み着くメダカや水生

生物や動植物プランクトンの食物連鎖によって更に自

然浄化されていきます。まさに当社を中心として「水資

源の循環ネットワーク」を作り出しています。最終的に

自然浄化された同処理水は綿の有機栽培研究を行う

ため、当社工場脇の畑で綿の有機栽培研究に活用され

ています。

同技術によって構築された水資源の好循環システム

は、地下から汲み上げた地下水をタオル生産に活用し、

農業にまで活用できる循環型環境ストレスフリーを実

現した形で、水資源を無駄にすること無く地球へ返し

ていく好循環を生み出しています。（図5 参照）

当社技術で生産されるタオルは、化学薬剤をほとん

ど使用しないタオル生産技術であるため、従来の多種

多量な化学薬剤を使用するタオル生産プロセスに比

べ、「綿」そのものの弾力性（風合い）を損ねることなく

最終製品化することを実現しています。

化学薬剤による処理工程は、綿繊維に対し大きなダ

メージを与えます。化学薬剤処理を受けた綿繊維は当

然のごとく繊維が傷み風合いも固くなってしまいます。

そのため、固くなった綿繊維を柔らかくするための化

学及び合成柔軟剤などが更に使われます。

図３　タオル生産プロセスの比較図

図１　柏田雄一氏の引退式（赤坂迎賓館）

	 図２　精練とは
タオル生産における環境配慮に関する比較表
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図4　環境配慮への削減値グラフ

図５　水の好循環図

図６　ニッセンケンデータ図７　エネルギーの好循環図
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当社技術によって生産されるタオル製品は化学薬剤

処理が行われない分、耐久性にも優れ従来型の、化学

薬剤を多量に使用するタオル生産プロセスに比べ、環

境面と品質面・安全面においても高い評価を受けてい

ます。（図6 参照）

当社は2015年度に、タオル生産プロセス内で使用

してきたエネルギーを化石エネルギーから、里山管理

の際に産出される間伐材からとれる薪材や、タオル生

産プロセス内で産出される綿ゴミや糸屑などの有機物

（ゴミ資源）をエネルギーとして活用するバイオマスエ

ネルギーへとエネルギー転換することを実現しました。

里山を管理する工程をタオル生産プロセス内に取り入

れた事により、各地で問題となっている針葉樹林の土

砂崩れといった自然災害リスクの軽減化や林業衰退が

深刻化している社会問題の解決にも繋がるシステムを

開発致しました。現在は広葉樹の植林活動（CSR活動）

を通じて持続可能なエネルギーの好循環システム（再

生可能エネルギー循環システム）を構築しており、本国

及び世界の地球温暖化対策にも貢献できる可能性を

秘めたタオル生産におけるエネルギーの好循環システ

ムを構築致しました。（図7 参照）

途上国開発への当技術の可能性調査

2016年に独立行政法人国際協力機構（JICA）と協

力し、当社が開発した同技術のウガンダへの技術移転

の可能性を調査するため「オーガニック精練技術を活

用した綿花製品の付加価値向上に関する案件化調査」

（2016年1月〜2016年11月）を行いました。ウガンダ

への同技術の移転がもたらす効果は、現地で同技術の

主原材料（有機綿・シアバター）を全て現地調達でき

るという点から、コストパフォーマンスに優れた最終製

品の現地生産を可能とします。その恩恵として現地の

雇用創出・貧困削減及び地域格差是正といった途上国

の開発課題解決の寄与にも繋がると想定し、現地調査

及びウガンダ政府へのプレゼンテーションなどを行い

ました。その結果、ウガンダ政府高官の関心を集める

事ができ、ウガンダ貿易経済共同組合省事務次官及び

有機綿栽培地ウガンダ北部グル市の市長、同地域の農

業組合連合（西アチョリ協同組合連合）の組合連合長

などが、2016年5月に同技術の研修を受けるため来日

した際、泉佐野市長を表敬訪問しました。その事がきっ

かけとなり泉佐野市長一行が同年7月にウガンダ北部

グル市を訪問しました。（図8・図9 参照）

持続可能社会の実現を目指す友好姉妹都市
提携締結に向けて

現在、ウガンダ北部グル市と泉佐野市の友好関係が

急速に高まっており、2017年7月の両市の姉妹友好都

市提携の締結に向け、両市間での準備が始まってい

ます。

タオル産業の衰退化が深刻化している泉佐野市の

地場産業復活のための起爆剤として、今回開発に至っ

た当社技術とウガンダ北部産有機栽培綿の使用を核と

する、「循環型環境ストレスフリーを実現したタオル生

図8　案件化調査の時の写真（泉佐野市長とグル市長）

図9　ウガンダのグル市を訪問時の写真
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産プロセス」を同市に定着させ産地復活の実現を目指

すことを考えています。同市のタオル事業者の多くはタ

オルを織る工程のみを行う小規模事業者が多く、従来

のタオル生産プロセスで問題となっていた化学薬剤に

よる環境汚染を誘発してきた原因の一つ、染工場など

（綿染、糸染、サイジング）の産業排水を防ぐため、同

技術の製造委託を受注できるシステムを同市と連携し

開発していくことも検討しています。同技術とウガンダ

北部産有機栽培綿を核とするタオル製品の生産が同

市で増加すると、同地域の環境汚染問題は改善され、

その後、再びタオル産地が拡大したとしても過去のよう

な環境汚染問題には繋がっていかないという形での、

新たなタオル産地作りが始まろうとしています。

地域環境とタオル産業の共生及び、アフリカの持続

可能な農業との連携により両産地（綿とタオル）の未

来を創造する取り組みを今後泉佐野市と連携し実現を

目指したいと考えております。

今後の活動計画

当社は、「循環型環境ストレスフリーを実現したタオ

ル生産の構築」を通じて第19回日本水大賞において経

済産業大臣賞という名誉ある賞を受賞できたことによ

り、その賞に見合う自覚と責任をもって、地域及び世界

に向けて水資源の有効活用を実現した技術を波及させ

ていくための取り組みを進めていきたいと考えており

ます。

① �今回、経済産業大臣賞を獲得した当社技術である

「循環型環境ストレスフリーを実現したタオル生産

プロセス」で作られた綿製品を、当社は「真面綿（ま

じめん）」というオリジナルブランドとしてブランド

化しており、今後関西圏に存在している繊維産業と

のコラボレーションなどを通じて新たな綿製品の市

場づくりを目指します。関西には、タオル産地（泉佐

野市）、ニット産地（和歌山）が存在しており、当社

の技術を活用したコラボレーション企画が現在動き

出しています。そのような企画や活動を通じて泉佐

野市及び大阪府と連携し、当社の循環型環境スト

レスフリーを実現した技術で樫井川の上流から下流

にかけての水質保全を目的とした連携事業を行っ

ていきたいと考えております。泉佐野地域における

教育機関（小・中・高・大）とも連携を図り、地域住

民をも巻き込んだ産官学の連携体制を構築し、将

来日本水大賞の大賞として輝けるような活動へと繋

げていければと考えております。

② �当社は泉佐野市のタオル産地と原料供給地である

ウガンダ北部の有機綿産地を繋げ、持続可能な綿

産業の構築を目指していきたいと考えています。自

然環境と人との共生社会作りを目指す取り組みを

継続し、ウガンダの北部地域に位置する自然国立公

園（マーチソンフォールズ国立公園）の保全や保護

を、有機綿栽培を通じて行うキャンペーンをウガン

ダ共和国と共に立ち上げ、ナイル川の源流と言われ

ているビクトリア湖に面する国ウガンダ共和国か

ら、世界最大級の河川であるナイル川流域の人々に

よる生活排水や産業廃水・農業廃水などの水質汚染

問題の解決に向けた運動を起こしていきたいと考え

ています。マーチソンフォールズ国立公園内に流れ

るナイル川の流域には動植物や多種多様の鳥類が

棲息し、数少ない、「損なわれていない自然環境」の

中で他では見ることのできない生態系が築き上げ

られています。ウガンダ北部の有機綿栽培地は、そ

の国立公園を囲い込むような形で現地の有機綿農

家が有機綿の栽培を行っています。そのため、現在

ではウガンダ政府として観光資源である国立自然

公園を守りながら、更に現地農家の所得向上にも繋

がっている有機綿栽培を政府としてバックアップす

る方針を掲げ、世界へのPRを進めています。更にウ

ガンダ北部で有機綿栽培を核とした6次産業化を目

指す機運がウガンダで高まっており、当社はその活

動を継続的に応援し、将来は当社が開発した技術

「循環型環境ストレスフリーを実現したタオル生産

プロセス」が、ウガンダ北部の先進国からの支援に

頼らない自立を実現するための一歩となるような技

術として活用されていくことを願っています。
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図10　真面綿タオル写真




